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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

汚染初年度の平成23年に使用した果樹用の主な資材について放射性物質の濃度を測定し、汚染程度を調査した。

(1) 平成23年に果樹研究所ほ場内で使用した果樹用資材のうち、収穫時の平コンテナ用ネット下敷き、深コンテナ用

シート、オウトウ雨除け被覆ポリ、ブドウ用ワックス笠紙の4種類を調査した。それぞれの資材は、平成23年に使用し

た後、屋根のある収納舎や機械倉庫に保管していた。

(2 ) 平 コンテナ用ネッ ト下敷きの放射性Cs濃度は、 1枚あたり 46 .9Bqであったが 、洗浄後は 70 .8

%低減し 、 13.7Bqであった （表１ ） 。

(3 ) 深 コンテナ用シートの放射性Cs濃度は、 1枚あたり 29 .8Bqであったが 、洗浄後は 82 .7 %低減

し、 5.14Bqであった （表１ ） 。

(4) オウ トウ雨除け被覆ポリの放射性Cs濃度は、 1㎡あたり 43 .6Bqであったが 、洗浄後は 35.3 %

低減し 、 28.2Bqであった （表１ ） 。

(5) ブ ドウ用ワックス笠紙は、 １枚あたり 0.32Bqであった （表１ ） 。

(6 ) 以上により 、 2011年に使用した果樹用資材 4種類すべてから 、放射性Csが検出された 。汚染

の経路は不明であるが 、樹園地の土壌や樹体 、収穫果表面等に資材が接触し 、汚染したもの

と推測される。また、洗浄することにより 、いずれの資材においても低減効果が認められた。

２ 期待される効果

資材から果実への汚染防止対策に資する。

３ 活用上の留意点

(1) 直接果実が触れるおそれがある平コンテナや深コンテナは使用前に十分水洗いする。

(2) 平コンテナ用ネット下敷きや深コンテナ用シートは、洗浄後使用するか、極力新しいものを使用する。

(3) 果樹用資材は、土壌からの汚染を防ぐため、地面に直接置かない。



Ⅱ 具体的データ等

※：平コンテナ用ネット下敷きおよび深コンテナ用シートは水で押し洗いし、オウトウ雨除け被覆ポリはスポンジでこすり

洗いし、それぞれ乾燥後に放射性セシウム濃度を測定した。
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表１ 果樹用資材の放射性セシウム濃度

洗浄前 914.0 ± 122.0 46.9 1枚

洗浄後※ 267.0 ± 40.3 13.7 1枚

洗浄前 1170.0 ± 153.0 29.8 1枚

洗浄後※ 202.0 ± 46.3 5.14 1枚

洗浄前 818.0 ± 105.0 43.6 1ｍ２

洗浄後※ 529.0 ± 69.1 28.2 1ｍ２

ブドウ用ワックス笠紙 洗浄なし 45.5 ± 6.7 0.32 1枚

平コンテナ用ネット下敷き

134+137Cs濃度

オウトウ雨除け被覆ポリ

濃度 ± 誤差（Bq/kg）
資材名 洗浄有無

深コンテナ用シート

134+137 Cs付着量

Bq / 単位


